































































































罹リ本堂ハ焼キタレ共、木像ハ取出シ今猶安置シア 。（中略）建久二年ニ佐々木高綱ト云フ人ガ此ノ山ニ登リ此ノ祭像ハ天御中主尊ト申シテ夏旱魃 時ハ雨ヲ降シテ下サイ申セシヨリ以後ヨリ原郷氏子等ハ夏季旱魃ノ節ハ此ノ山宮ニ近郷村ノ者ト雨乞ト称 テ茲ニ来籠リシテ祭祀ヲナシ雨降ランコトヲ乞フ。愈々降ラザル時ハ御神体ナル木像ヲ ヨリ下 川ニテ洗フトキハ必ズ雨降リシト云ヒ伝フ。其ノ時神体ヲ負ヒ休石ハ定メテア シガ、 三個、原村内一個アリ。村内ノ休石ハ字見卸第一番ノ地ニ現在アリ。 （中略）雨降神社ノ鍵持ハ原区八田七郎右衛門ガ受持シタル由、祭礼事ニ世話シタル由。とあって、 別伝と雨乞いの所作を載せている。　
しかし、ここに記すように、 「建久二年に





































































































































































































































田の剱神社に伝来する「剱御子寺」の銘のある梵鐘が当地に伝来 の、と記す点である。 『中野の伝説』にも、 「平谷寺の鐘は信長が奪い、現在、敦賀の某寺に宝物 して保管されているそうです」とあって、その趣が記されており、当地に伝わっていた 承であって、決し 作 話を記したも でないことが知れる。　
一笑に付すことは容易であるが、筆者には





























































































































































































































































































































と記載されているから、少なくとも享保年間には山から降ろされていたことが知れる。前述したように連郭式の高源寺山城の西方に隣接した位置にあり、山城西端の掘切を残して祭祀跡が設けられている。つまり、山城の機能を冒すことなく祭祀跡が設けら るとから、山城と祭祀跡 同一時代を経た遺跡と考えられ 当時の姿が、手つ ずの状態で
残存したとみられ、 貴重と考えるものである。　
































村誌材料にては古来岡太神社と称し、式内神社なりと云ひ、境内六社中の須波阿須疑神社三座を式内 せり。然れども前に神明神社に於て論じたる如く、岡太神社の式内たるものは一社のみ。須波阿須疑神社の式内たるものも一社のみ。岡太につきては 明と粟田部と孰れか其一たらざる 得ず。須波阿須疑につきては池田稲荷のものと粟田部のものと、亦孰れか其一たらざるを得ず 然 に越前国名蹟考は岡太神社につきて更に記するなく之を白山社とし、且つ須波阿須疑につきても何物をも記するな 。記せざるを以て無かりしりと云ふは、或は早計なる如きも。若し名蹟考編者の當時、現今の如く奉祀せるならんは全く記さざることなし。故に余 窃かに思







































































































































































































登載順 越前国惣神分 登載順 越前国神名帳 登載順 式　内　社
1 正一位石山大明神 1 正一位石山大明神
2 正一位釼東院羽咋村岡大明神 2 正一位釼東院羽咋村岡大明神
3 従一位国中大明神 3 従一位国中大明神 2 国中神社二座
4 従一位大瀧大明神 4 従一位大瀧大明神
7 正四位日野神 5 従一位日野大明神
5 正三位杉前気多大明神 6 正三位杉前気多大明神
5 須波阿須疑神社三座
8 正五位岡太神 8 正五位岡田神 4 岡太神社
9 正五位片島神 9 正五位片嶋神 10 加多志波神社
10 正五位磯部神 10 正五位磯部神 3 石部神社
11 正五位止奈神 11 正五位止奈神 7 刀那神社
12 正五位敷山神 12 正五位敷山神 11 敷山神社
13 正五位帆山神 13 正五位帆山神 1 帆山神社
14 正五位船津神 14 正五位船津神 6 舟津神社
15 正五位小山田神 15 正五位小山田神 8 小山田神社
18 正五位鵜甘神 18 正五位鵜甘神 9 鵜甘神社
6 正四位曾博王神 7 正四位曾博王神
























頭に「気多大明神」が挙げられ いる 次いで今立郡の二番に「剱東院羽咋村岡大明神」が挙げられ、七番に「杉前気多大明神」が挙げられている。それらの比定として坂井郡冒頭の 「気多大明神」 は該当社がないのである 、越前の気比社と共に能登 社は航海 神であることから、三国港近傍に祀られていたであろうことは疑いの余地はないであろう。　




ある。 「越前国神名帳」で該当社を探れば大野郡に 「道後気多神」 がある。 「道
みちのしり
後」 とは 「都












































られ、暫く御座し、其後、赤萩村へ移られ暫く御座被成、其後、赤萩村より府中へ移り玉ふ。其時赤萩村の者、御輿を舁きて来りし其儀先代迄有。御神輿移す時、赤萩村人来てかきし由、其後地隔費多を厭て輿かく人を府中にて雇で代銀を贈る。其後此事も止とある。このことは一見、総社 創始に関わる事歴を伝えているようだが 筆者は海運港たる河野浦の国府の印鑰社であったことを指してい と考えるもの ある。そうであればこそ、航海神たる大物主を祀る必然性がみえてくるとみる。こうした視点で「杉前社」をみれば『松ケ鼻用水沿革誌』
（㊴）
が指摘するよう







































































養老年中真言宗にして剱東 と し、その後前住職泰澄院号を改め法性寺と改号す。明徳年中足利義満三男義澄法体し諸国 巡り因縁有て当寺住職となり、終 毫摂寺に帰依し、法主善照、当時に来り隠居し、此時法性改め善照寺と号す。　
前者は明治十二年の「神社明細帳」の抽出
















伝えたものであり、そ 解明を試み みたいと思う。　「剱東院」の「東院」からみておこう。　「東院」については「法隆寺東院」 「薬師寺東院」 「平城京東院」などの用例があり、それらは本院の東方に位置する建造物の意で用いら ている。とすれば、当地は織田の に位置する故、 「剱東院」 名付けられたともみられる。　一方、 「東宮」とは「皇太子の住む宮殿。
転じて皇太子の称」とある。　
しかしながら、筆者は「剱東院」とは「剱
御子」 、つまり「剱東宮」を擬えて「剱東院」と名付けられたと推考する。 よって、は「剱御子」の意が込められた、 院号であり、ニギハヤヒを祀る神であったと考えるものある。　
ここで視点を変えて「剱東院」の追及をし









































































































































































































































































































































していた川筋を文安年中に西流に付け替えしたとの伝承を紹介した。文安年中とは将に室町期のことであり、 鞍 の活動時期でもあって、伝承故に棄却しえないもの 含んでいるように思う。 『味真野通史』
（）
には「鞍谷川、一












































































































































跡の最たるものは、下新庄地籍「堂の奥」にある「稚児権現堂遺跡」と中新庄地籍 「高源寺遺跡」で、 山麓で 国中の三十八社遺跡、中津山の山麓一帯 粟田部 鹿の浦一帯 岡太神社一帯、戸谷 大円寺遺跡、長尾 長福寺遺跡、中新庄下新庄 山裾耕地一帯 野町原の平谷寺遺跡、川島の蓮華寺遺跡を挙げることが出来る。　
以上を踏まえて、古代から中世に亘る期間


































































































































































































































































































































































































































































キ、建長四年夏比小僧カ庵室ニ来テ日来所々巡礼セシコト、又知識ニ親近シテ修法作法ヲミシアリサマノ物語数剋ヲツクシテ閑談セシ便宜ニ菩提心論ノ談義求請申キ コレニヨリテ四五日ヲ経テ勝義行願 大旨ヲサツケヲハテ、其後愚僧事ノタヨリアリテ、新善光寺ニ望シ時、彼ノ弘阿弥陀仏庵室ニ愚僧ヲ公請シキ再三ニ及□ 室内ニ望テ見レハ、故□ノ上ノ大ナルフクロヲオケリ弥陀仏コレヲ開キテ巻物ヲトリイタセリ、其数殆百巻余ナリ、小僧コレヲ開ラキ見レハ、大旨越中ニ流布スルトコロノ タチカハ 折紙トモナリ、比中 彼内三部菊蘭ノ日記七八巻交レリ、愚僧メ



































































「今立郡神社誌」によると、葛岡の神明神社の口碑伝説に「当社は往古より大己貴命を祭りて惣社大神宮と称したり。然るに社名調査の際誤りて神明 となれり。旧社号惣社大神宮たる証、今尚ほ歴然たるものあ 武生町 と葛岡惣
社大神宮とは本分社関係ありとて昔時は武生惣社大神宮の祭礼の祭礼には当時の鍵取御鍵を奉持し開扉奉仕する例なりしとぞ」とあり、これは印鑰社と解すべきでないか 思う。このことは、三国から潮航した船がこ 付近まで来たのではなかろうか。
　




















には「舟津社記のそれは、大彦命であろうと誰であろうと兎も角として（中略） の地方に皇族の親征とい 形で大和政権 武力的な圧力がおよぼされたこ を示唆するものでなかろうか。 （中略）舟津社記に関しては風土記か何らかの残片が幸い
にも遺存し、応永の頃にこれに若干潤飾されたものではなかろうか」とした上で「矢放町の地名は、むかし大彦命が大きな矢を鯖江の方に放たれたからと伝えて、越前国惣神分によれば、そこの社を高志箭放神社と記している」とあって、前掲の説話に似た伝承が存在したことを伝えている。
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なお、 『海會寺と大伴氏』 には 「壬申の乱 （６７２）













































































































名帳は清滝本 織田本があり、清滝本は越前国惣神分との書名で知られ、敦賀郡を欠損しているものの、織田本で補うことができる。本書は写 に恵まれず 近世 神道学者による手 入っているものとみられるが、書式は明神の表記について疑問が残るもの 、古い書式 ある 評価されてるから、延喜式神名帳などの諸書には見えない在地の神社を知ることができる好史料と言えよう。
（
69）横穴墓の地域的様相
　
北陸地方
　
ｐ
57　
横穴
墓
　
池上悟著
　　
横穴墓と古代有力氏族 （原島礼二著） 「歴史読本」
には、同 と阿部氏の分布が重なることを指摘している。
（
70）越前古名考の附考に「倉」と「印」の付く地名考証の記事がある。越前若狭地誌叢書
　
続巻
　
ｐ２７７
（
71）越前国池田庄と池田氏
　
松原信之著
　
ｐ９
　
福井県地域史研究
　
10号
（
72）朝倉家臣のうち二系統の山崎氏
　
ｐ
23　
松原
信之著
　
鯖江郷土史懇談会会誌８
　『親元日記』
寛正六年三月二十八日条
（
73）中世鉱業と太子信仰
　
修験と鉱山
　
ｐ１０４
山の民・川の民
　
井上鋭夫著
（
74）小字名一覧付図
　
武生市史
　
資料編
（
75）山の民・川の民
　
井上鋭夫著
　
の意
（
76）
中世鉱業と太子信仰
　
本願寺と山の民
　
ｐ１１７
　
山の民・川の民
　
井上鋭夫著
（
77）越前における轆轤師の発展
　
杉本寿著
　
福井
大学教育学部紀要Ⅱ（社会科学）
21　
ｐ
30
（
78）戦国武将の養鷹と鷹書の伝授
　
宮永一美著
　
注記
30　
ｐ２１１
　
戦国織豊期の社会と儀礼
（
79）洪水について
　
ｐ
73　
郷土とともに
　
中新庄
壮年会
（
80）第一編二章地勢
　
川流
　
ｐ６
　
味真野通史
　
萩原正基著
　
明治
42年
（
81）第三章二節
　
川流
　
味真野村誌
　
秀峰（岡部
静雄）著
　
明治
39年
　
越前市中央図書館蔵
　
庭本
文庫
　
同著
　
渡辺清三郎写
　
拙蔵
（
82）北小山の字名では「岩造」を当てているから、
「ガンド」は付会の説であろう。
（
83）第四編一章
　
土地及地味
　
ｐ
78　
越前国今立
郡誌
　
明治
42年刊
（
84）国土地理院
　
M
1075A
-21  21m
ay1948  1/43000
（
85）仁平三年御鐙籠鋳造人名並松村家譜録
　
東京
国立博物館紀要
　
第７号
（
86）天皇と越前との御関係二
　
継体天皇と越前
　
石橋重吉著
　
ｐ
37
（
87）荒樫神社（北新庄村西樫尾区）
　
今立郡神社誌
　
ｐ１７０
（
88）帝釈天
　
ｐ
96　
郷土誌下新庄
　
下新庄壮年会
（
89） 荒樫神社伝説
　
ほんとけえの （今立のむかし話）
第二集
（
90）泰澄大師と十一面観音信仰について
　
佐々木
英治著
　
鯖江郷土史懇談会会誌
19　
２０１１
（
91）持統天皇・藤原不比等の陰謀から泰澄大師の十一面観音信仰の謎に迫る
　
佐々木英治著
　
同会
誌
20　
２０１２
『??????』（?????????）
32
若越郷土研究
　
五十八巻二号N
中野
中野原
川島
新堂
国中
中津山
野岡
鹿ノ浦
佐山
粟田部
西樫尾
戸谷
長尾
三ツ屋
中新庄
下新庄
新
横越
銅鐸出土地
東山古墳群
剣神社
稚子権現堂跡
権現堂跡
柴田城跡放光寺
賀茂神社 椿坂
椿坂古墳群
泰澄の水
長福寺跡
祭祀跡
高源寺山城跡
大円寺跡
関泉寺
椿山出城跡
椿山城跡
岡太神社
岩清水
行司ヶ嶽城跡
行司ヶ嶽
荒樫神社
中山山上遺跡
高源寺跡
国中上社跡
現国中神社
三十八社跡
影向ヶ原
平谷寺跡
蓮華寺跡
雨降神社跡
現国中神社
三里山周辺図
『??????』（?????????）
